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D 21 和服のイメージに関する調査研究

（第2 報）和服の嗜好性と性格との関連性について

〔(社)日本家政学会

　　　　武庫川女大家政　　井尻　登喜子○南日　朋子　梅花短大　家本　修

　目的；　本報では振袖のスライドによる写真のイメージ調査から嗜好性の分類を行ない、

性格との関係についても考察を行った。

調査；　調査対象

　　　調査期間

　　　調査方法

短大１年生（6学科）308名、有効解答者292名、解答率94.8j;

1988年10月７日～10月24日

クラス単位による集合調査法

①和服のイメージ　　　１項目　　②和服の着用意識　　2 0 5

③洋服の嗜好性　　　1 0項目　　　④性格行動　　　　　　1 5 fl

　　　　調査内容：　①和服のイメージ　　　１項目　　②和服の着用意識　　2 0項目

　　　　　　　　　③洋服の嗜好性　　　1 0項目　　④性格行動　　　　　　1 5項目｡

　　　　　　　　　⑤振袖のスライドによるイメ-ジ調査　　　　　　　　　　1 7項目

　結果；　①1 4枚の振袖のスライドによる嗜好性を見ると、いま流行の、大正ロマンを思

わせるような色調のはっきりしないものが好まれていることがわt'> った。（スライド番号

Ｂ、Ｋなど）。反対に好まれていない傾向のものは、大きな柄のコントラストのきつい色

彩のものであった。（スライド番号Ｅ、Ｌなど) ②これら1 4枚の写真のイメージを求め

るために因子分析を行■:> た結果、３因子が抽出された。第１因子は「秤価」の因子で、第

２因子はｒ色調ｊ、第３因子li r個性ｊの因子とした。R 次に、和服に対する意識と性格

行動の関係を見ると、ニュー着物を着てみたいと思う人は、好奇心が強く、さらに派手な

着物が好きだという人は、言いたいことをit・なく言ってしまう、欲しいものを手にいれ

ないと気がすまない、というような積極的な性格の人であることがわかった。

D 22

５月28日（日）第３会場　午後1:00～4:45

セルロース１型とI I型間の転移の不可逆性

日本女大家政　　　　゜高橋雅江　前田明美　竹中はる子

（目的）天然セルロースは｜型の、再生セルロースはI I型の枯晶型を持っている。11型は一

般に｜型をN a 0 Hの濃厚液でアルカリ処理し、その後水洗処理をすることにより得られる

が、目型をI型に戻すことはできず、Ｓ型と11型間の転移は不可逆であるとされている。そ

の原因については、未だに明らかにされていない。この不可逆性の原因を明らかにできれ

ば、素材としてのセルロースの活用がより一層拡大されると考え、実験を試みている。今

回は束縛条件などを変えて作製したアルカリセルD ―スそのもののCP／MAS'^C－N

M Rスペクトルの比較検討を試みた。（方法）｜型の試料としては、主に綿糸、ラミー糸を

用いた。アルカリセルロースは｜型試料を自由収縮と一定長で束縛して1 5、2 0 wt％N a

ＯＨ水溶液に一昼夜浸潰し、その後一昼夜風乾して作製した。（結果）再生時の水温に依

らず9 0 ％以上I I型へ転移し得るアルカリセルa ース（Ａ）と1 0 0 °Cの水で再生する

と9 0％近く｜型に戻り得るアルカリセルa ース（Ｂ）のＸ線広角散乱パターンには著しい

差は認められなかったのに対して、" C －N M RスペクトルではＡの各炭素のピーク位置

はI ｜型の各ピーク位冊に近く、Ｂのそれは｜型の値に近いことが認められ、アルカリセルロ

ースの段階で各系列固有の分子鎖形態を持っていることが認められた。またカルボニル基

に依ると考えられる1 7 2 p p m付近のピークがAには認められるのに対し、B ≪.は殆ど

認められなかった。このピークは4 m gずつ1 2 m g まで加水して調べたところ、注水す

るに連れてその強度に減少が見られた。このカルボニル基の発生と11 系列への分子鎖形態

の変換とが相互に関係していると考え、更に検討を進めている。


